
0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000 100,000

人権くらしの相談課

福祉政策課

会計課

障がい福祉課

人事課

市民課

保険年金課

生活福祉課

高齢介護課

税務課

こども育成課・子育て

応援課

申請受付 相談/面談 入力 確認 帳票作成 データ抽出/加工 審査/決裁 交付/通知 徴収、支払

書類整理 連携 訪問、調査 統計/集計 問い合わせ 会議/イベント 事業計画等 施設管理 その他

市区町村において業務量の多い分野についてのＩＣＴ活用による業務効率化の分析結果①

＜課別 事務分類ごとの業務量の割合＞

○ 子ども・子育て分野、税務分野、高齢者・介護分野、生活保護分野、国民健康保険分野における、大阪府泉大津市
（人口約７万、正職員計284名、嘱託員等計106名、合計390名）の分析結果

※2018年度業務改革モデルプロジェクト（泉大津市）の取組を基に作成
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市区町村において業務量の多い分野についてのＩＣＴ活用による業務効率化の分析結果②

＜課別 事務分類ごとの業務量の割合＞

入力

○税務分野
●泉大津市の現状：正職員27名、嘱託員等５名、計32名、業務5.9万時間
●泉大津市の分析：入力・確認業務についてRPAにより負担軽減が見込め
る。また、帳票作成やデータ抽出業務はICT化の余地がある。
●愛知県一宮市の取組：OCR・RPAの活用により個人住民税に係る給与所得
者異動届出書の入力業務について年592時間が398時間に
●熊本県宇城市：RPAの活用によりふるさと納税の寄付情報取込業務につ
いて年349時間の削減
●和歌山県橋本市：RPAの活用により軽自動車税の廃車登録業務について
年86.6時間の削減

入力

入力

入力

入力

○子ども・子育て分野
●泉大津市の現状：正職員23名、嘱託員等20名、計43名、業
務量8.6万時間
●泉大津市の分析：入力業務についてAIによる音声データの
テキスト化、OCR・RPAの活用により負担軽減が見込める。
●埼玉県さいたま市：AIの活用により保育所利用調整業務に
ついて延べ1,500時間が数秒に
●長野県塩尻市：AIの活用により保育所利用調整業務につい
て職員工数10人日が１人日に削減できる見込み

○生活保護分野
●泉大津市の現状：正職員
15名、嘱託員等11名、計26
名、業務量5.2万時間
●泉大津市の分析：入力業
務についてAIによる音声
データのテキスト化により
負荷軽減が見込める。

○高齢者・介護分野
●泉大津市の現状：正職員12名、嘱託
員等16名、計28名、業務量5.9万時間
●泉大津市の分析：入力や帳票作成業
務は、OCRによる読込とRPAによる処理
により負担軽減が見込める。
●愛知県豊橋市の取組：AIによる将来
予測等に基づく高齢者のケアプラン作
成支援

○国民健康保険分野
●泉大津市の現状：正職員14名、嘱託員等５名、計19名、業務量4.4万
時間
●泉大津市の分析：入力・確認業務についてOCR・RPAにより負担軽減の
余地がある。
●福岡県糸島市：AIの活用により国民健康保険レセプト(診療報酬明細)
の内容点検業務について点検職員を５人から３人に削減見込み
●沖縄県那覇市：AIによる統計解析に基づく国民健康保険特定検診受信
勧奨通知のメッセージ作成により昨年度勧奨者受診率を上回る見込み

※2018年度業務改革モデルプロジェクト（泉大津市）と他団体の取組を基に作成
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